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〇地⽅創⽣1.0と地⽅創⽣2.0の⽐較表
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２ 地⽅創⽣2.0基本構想について
１ 経緯
・内閣官房の通知（地⽅⾃治法第245条の4（技術的な助⾔））において、地⽅創⽣2.0基本構
想を参考に、地⽅版総合戦略の検証・⾒直しが求められている

２ 本県の対応
・第３期兵庫県地域創⽣戦略の策定にあたっては、地⽅創⽣2.0基本構想で⽰されたような視
点を踏まえた議論を⾏っており、かつ、兵庫県地域創⽣戦略は基本構想の⽅向性を網羅でき
ている

・今後、国が基本構想の⽅向性を踏まえた「総合戦略」を本年中に策定予定であることから、
国の動向を注視しつつ、適宜、検証や⾒直しを実施する

〇検証・⾒直しの視点
「これまでの地⽅創⽣10年の成果と反省」「⽬指す姿」「地⽅創⽣2.0の基本姿勢・視点」
を参考に、地域の多様なステークホルダー、若者や⼥性を巻き込み、各団体におけるこれま
での10年間の取組の成果と課題の検証、現⾏戦略の⾒直し
〈留意事項〉
・当⾯の⼈⼝減少を正⾯から受け⽌めつつ、多様な主体が関わる機会を設けたうえで、これまでの

10年間の取組の成果と課題の検証、地⽅版総合戦略の⾒直しに取り組むことが求められる
・議論にあたっては、若者や⼥性の参画の確保に努めることが重要
・都道府県は、市町村に先⾏して、都道府県版総合戦略の評価･検証を進めることが求められる



２ 地⽅創⽣2.0基本構想について
［参考︓地⽅創⽣2.0基本構想と第三期地域創⽣戦略の対⽐イメージ］

第三期 兵庫県地域創⽣戦略 ８つの⽅向性・関連キーワード基本姿勢・視点⽬指す姿
▷ 社会課題解決に向けた多主体連携の
推進

▷ 交通インフラや医療･介護など⽣活
基盤や地域医療を整備

❹ひとの動きを⽣み出す

❽安⼼して暮らし続けられる地域を創る

〇⼈⼝減少への認識の変化
⼈⼝減少の受け⽌め、公共サービス維持やイ
ンフラ整備、官⺠連携のさらなる推進

①「強い」経済

②「豊かな」⽣活環境

③「新しい⽇本・楽しい
⽇本」

「強い」経済と「豊かな」⽣
活環境の基盤に⽀えられる多
様性の好循環が「新しい⽇
本・楽しい⽇本」を創る

▷ ﾗｲﾌｽﾀｲﾙに合わせて働ける環境の整備
や若者起業の促進

▷ ヤングケアラー等課題を抱える⼈々
への伴⾛⽀援

▷ 若年⼥性の地域定着に向けた固定的
な性別役割分担意識等の⾒直しや⼥
性活躍の推進

▷ 若者が志向する雇⽤の場の確保
▷ 出会い⽀援や保育･教育の充実、住ま
いの⽀援などを総合的に推進

❶多様な学びや働き⽅が叶う社会を創る

❷居場所と役割を創る

❸寛容性を拡げる

❻経済活⼒を創出する
❼⼈･⾃然･⽂化を次代につなぐ

〇若者や⼥性にも選ばれる地域
地域社会のアンコンシャス・バイアス等の意
識変⾰、魅⼒ある職場づくり、若者や⼥性が
地⽅に残りたい、東京圏から地⽅に戻りたい/
⾏きたいと思える地域づくり

▷ 地域ならではの個性や強みを活かす
取組の推進や地場産業の新たな展開
への⽀援

▷ 県内産業の競争⼒を強化し、地域の
稼ぐ⼒と雇⽤⼒を⾼める

❺地域の固有性を磨く

❻経済活⼒を創出する

〇⼈⼝減少が進⾏する中でも「稼げる」地⽅
地域のポテンシャルを活かした地域資源の⾼
付加価値化、地域産品の海外展開、⾃⽴的な
地⽅経済の構築

▷ ⼈⼿不⾜に対応するための労働環境
の改善やDX化･ロボットの導⼊

▷ DXなど⾰新技術の活⽤等も図りなが
ら、⽣活利便性を⾼め、⽣活機能を
維持

❻経済活⼒を創出

❽安⼼して暮らし続けられる地域を創る

〇AI・デジタルなどの新技術の徹底活⽤
AI･ﾃﾞｼﾞﾀﾙなどの徹底活⽤、新たな産業の集積
に向けたインフラ整備

▷ 移住施策の⼀層の推進、地域に継続
的に関わりを持つ関係⼈⼝の拡⼤

❹ひとの動きを⽣み出す〇都市と地⽅が互いに⽀え合い、⼈材の好循
環の創出
都市と地⽅の間での交流･循環･新たな結びつき

▷ 地域創⽣戦略会議やアクション委員会による推進体制
▷ 基本理念（副題）:地域や⼈をつなぐ｢縁｣を⽣み出し共創の取組を五国に拡げる

〇地⽅創⽣の好事例の普遍化と広域での展開
を促進
産学官⾦労⾔⼠等による主体的な取組、好事
例の普遍化と広域での展開促進
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